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本
書
は
鍼
灸
学
界
の
最
高
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
著
者
が
九
十
歳
を
過
ぎ

（
一
九
一
三
・
大
正
二
年
生
ま
れ
）
四
十
歳
代
ま
で
の
活
動
期
を
「
青
春

篇
」
と
一
括
し
「
自
叙
伝
」
の
形
式
を
と
っ
て
、
斯
界
の
歩
み
を
懇
切

町
嘩
に
「
中
外
日
報
」
に
九
カ
年
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
も
の
を
一
言

に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
の
言
を
借
り
れ
ば
「
私
の
生
涯
は
鍼
に
始
ま
り
鍼
に
終
わ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
そ
し
て
「
ほ
か
の
も
の
は
、
そ
れ
に
栄
養

を
与
え
、
成
長
を
促
し
、
修
飾
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」

と
。
中
心
軸
を
あ
く
ま
で
も
「
鍼
」
で
あ
り
、
方
向
は
一
貫
し
て
お
り
、

「
学
」
の
在
り
方
を
簡
潔
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

（
目
次
）

は
し
が
き

第
一
章
幼
稚
園
・
小
学
校
時
代

第
二
章
中
学
高
校
時
代

第
三
章
大
学
時
代

第
四
章
勤
務
医
時
代

第
五
章
軍
医
時
代

第
六
章
厚
生
技
官
時
代

第
七
章
盲
学
校
専
任
医
師
時
代

と
が
出
来
な
い
、
読
後
感
の
誠
に
す
が
す
が
し
い
、
印
象
深
い
一
書
で

あ
る
。
鍼
灸
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
、
医
史
学
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
同

時
代
人
に
広
く
推
奨
で
き
る
好
著
と
い
え
る
。

（
杉
浦
守
州
）

第
八
章
ョ
－
ロ
ッ
パ
出
張
時
代

略
年
譜

各
章
を
読
み
進
め
る
に
従
い
、
著
者
の
、
出
し
や
ば
ら
な
い
、
し
か

も
健
全
で
生
真
面
目
な
性
格
に
裏
打
ち
さ
れ
た
生
活
意
欲
と
学
究
の
方

針
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
沸
々
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

御
両
親
の
生
き
方
が
そ
の
ま
ま
受
容
さ
れ
、
「
鍼
の
道
」
を
一
貫
さ
れ

た
。
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
に
お
い
て
内
科
医
へ
の
道
を
学
ば
れ
、
そ

の
間
体
育
の
錬
成
に
力
め
（
柔
道
・
短
艇
）
、
軍
務
に
従
っ
て
は
南
方
戦

線
に
お
い
て
死
線
を
の
り
越
え
、
内
地
帰
隊
後
も
病
魔
に
犯
さ
れ
つ
つ

も
一
意
任
務
を
遂
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
の
行
間
に
は
、
戦
前
の

学
校
教
育
、
軍
隊
経
験
者
に
と
っ
て
は
筆
舌
に
尽
せ
ぬ
意
味
合
い
が
秘

め
ら
れ
、
ま
た
軍
部
の
戦
術
・
戦
略
の
動
揺
ぶ
り
等
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
認
識
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

戦
後
官
舎
を
出
て
京
都
の
自
宅
に
移
り
、
家
業
継
承
を
決
意
し
、
父

の
指
導
下
に
鍼
術
を
追
究
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
二
五
年
の
鍼
灸
医
療

に
関
す
る
石
川
日
出
雄
博
士
の
米
軍
と
の
対
応
の
記
事
は
迫
力
を
以
て

記
さ
れ
て
い
る
。
以
降
、
盲
学
校
医
師
時
代
の
詳
細
な
記
述
は
注
目
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
盲
教
育
の
「
原
典
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
ね
て
関
係
諸
氏
の
「
鍼
灸
人
物
辞
典
」
と
も
言
え

、
よ
ァ
つ
Ｏ

「
ョ
１
ロ
ッ
パ
出
張
時
代
」
の
記
事
は
、
出
張
費
に
関
す
る
蜷
川
知
事

（
京
大
名
誉
教
授
・
経
済
学
博
士
）
の
英
断
に
つ
い
て
特
筆
に
値
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
著
者
の
堪
能
な
ド
イ
ツ
語
力

が
活
か
さ
れ
て
諸
学
者
と
の
交
流
に
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
「
国
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際
会
議
」
参
加
の
真
の
姿
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
。

表
紙
カ
バ
ー
の
京
都
大
学
時
計
台
の
姿
絵
は
、
著
者
が
心
か
ら
京
大

を
愛
し
青
春
を
想
い
、
い
つ
く
し
み
の
心
を
も
っ
て
い
つ
ま
で
も
見
つ

め
て
い
る
御
気
持
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
近
影
の
温
容
か
ら
は
暖
か

な
御
心
ば
え
が
感
じ
ら
れ
る
。

本
書
の
特
色
は
、
著
者
の
抜
群
の
該
博
・
正
確
な
記
憶
力
と
記
録
の

整
備
、
社
会
動
向
に
対
す
る
適
確
な
透
視
力
、
何
物
に
も
お
も
ね
な
い

積
年
の
強
靱
な
意
志
力
と
、
何
よ
り
も
人
を
愛
す
る
心
に
支
え
ら
れ
た

暖
か
み
に
包
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
澱
み
の
な
い
流

暢
な
筆
力
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
「
近
現
代
史
害
」
で
も
あ
り
、

今
後
に
活
躍
す
る
青
年
世
代
に
は
是
非
と
も
座
右
に
備
え
味
読
し
て
い

た
だ
き
た
い
書
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

な
お
「
壮
年
篇
」
の
出
版
を
期
待
し
、
著
者
の
さ
ら
な
る
ご
健
勝
を

祈
る
も
の
で
あ
る
。

（
末
中
哲
夫
）

〔
思
文
閣
出
版
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
二
○
○
四
年
九

月
一
日
、
三
七
四
頁
、
Ａ
五
判
、
定
価
二
九
四
○
円
〕

編
集
後
記
一
終
極
琴
》
銚
歴
踊
咋
詠
莚
や
程
蓉
詫
帽
埜
臺
”
評
判

本
年
の
最
大
の
事
件
は
、
学
会
誌
の
刊
行
な
ど
を
依
頼
し
て
い
た
学
会

事
務
セ
ン
タ
ー
の
破
産
で
あ
る
。
▼
前
号
の
編
集
後
記
で
、
本
学
会
へ

の
影
響
な
ど
を
お
伝
え
し
た
が
、
そ
の
際
に
、
学
会
事
務
セ
ン
タ
ー
に

預
け
て
い
た
四
一
万
円
ほ
ど
の
預
か
り
金
が
返
還
不
能
と
な
る
見
通
し

と
お
伝
え
し
た
。
そ
の
後
こ
の
預
か
り
金
は
、
未
払
い
で
あ
っ
た
医
史

学
雑
誌
の
本
年
第
二
号
の
出
版
費
用
と
相
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
学

会
の
実
質
的
な
被
害
は
な
く
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
不
幸
中
の
幸
い
で

あ
る
。
▼
多
事
多
難
は
、
学
会
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。
国
立
大
学
は

独
立
行
政
法
人
と
な
り
、
大
学
病
院
は
研
修
医
の
必
修
化
に
さ
ら
さ

れ
、
医
療
情
報
の
公
開
な
ど
医
療
の
場
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
来

年
の
医
史
学
会
総
会
（
六
月
二
五
～
二
六
日
）
で
は
、
学
術
会
議
と
の

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
を
み
る
医
師
を
育
て
る
Ｉ
医
学
史
・
医
哲

学
を
現
代
の
医
学
教
育
に
生
か
す
」
が
開
催
さ
れ
る
。
医
史
学
を
若
い

人
た
ち
に
伝
え
る
試
み
と
し
て
、
多
く
の
会
員
の
方
た
ち
の
来
場
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
▼
多
事
多
難
の
中
で
、
医
史
学
雑
誌
も
本
年
の
最
終

号
の
発
行
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
。
原
著
論
文
三
編
、
研
究
ノ
ー
ト
一
編
、

資
料
三
編
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
原
稿
の
投
稿
中
が
少

な
く
、
第
四
号
の
内
容
を
決
め
た
一
○
月
二
二
日
の
編
集
会
議
の
時
点

で
、
審
査
中
の
原
稿
の
在
庫
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
会
員
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
積
極
的
な
投
稿
を
、
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

（
坂
井
建
雄
）


